
 

 

 

 

横田基地所属のオスプレイの部品遺失について 

 

令和２年６月１７日付広資料第６２号及び同月１８日付広資料第６３号でお知

らせしたこのことについて、横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会は、下

記のとおり口頭で申し入れましたので、お知らせします。 

 

記 

 

○ 口頭要請内容 

⑴ 要請日 

令和２年６月２５日（木） 

⑵ 要請先 

在日米軍横田基地第３７４空輸航空団司令官 

北関東防衛局長 

横田防衛事務所長 

⑶ 要請内容 

令和２年６月１７日、北関東防衛局を通じて、「令和２年６月１６日１７時

頃、飛行後の点検において、横田基地所属ＣＶ－２２オスプレイのサーチライ

トドームの紛失が判明した。落下場所は不明。」との情報が、東京都及び基地

周辺自治体に提供された。 

横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会では、６月１８日、「事故の

経緯を明らかにし、原因究明を行い、再発防止を図ること。これらの対応が図

られるまで、同機種の飛行運用を差し控えること。これらに関する情報を関係

自治体に速やかに提供すること。」を求めていたが、事故原因及び再発防止策
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の具体的な説明がないままに飛行が継続されていることは、周辺住民の不安を

増大させるものである。 

ついては、事故原因と再発防止策について、至急、関係自治体へ説明を行う

とともに、それまでの間、同機種の飛行を差し控えるよう改めて要請する。※ 

 

※ 国に対しては、「ついては、事故原因と再発防止策について、至急、関係

自治体へ説明を行うとともに、それまでの間、同機種の飛行を差し控えるよ

う米軍への申し入れを改めて要請する。」と要請 

 


